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P. M. 1.30 i61: 割).5 省入。 36.7 34.5 I 35.2 
p. M. 6.00 16 W 27.8 34.5 32.5 29.0 
P. M. 3.30 24 W 30.5 311.0 33.0 
















在〈E9血6事〉草丈直 間(智明 (cm) 重Ul
A 48 3 1 16 9 33.3 82.01 5 
聖母照医 24 一 1 15 1 62.5 82.5 8 
1日 49 5 1 45 2 91.8 68.0 10 
望号J!tJi![48 一 1 47 。97.9 80.0 8 
C 30 3 5 15 3 政).0 96.0 7 
重守照医 17 一 5 7 1 41.2 92.5. 5 
D 35 5 5 7 3 20.0 97.0 8 
星野J!tK 21 一 5 9 。42.8 95.0 5 
E 25 7 5 。2 。100.0 目
針J!!t直 15 一 5 9 。60.0 92.0 B 
F 20 5 3-4令 12 。60.0 05.5 8 
望サ照直 14 一 3-4令 10 。71.4 59.0 9 
G 14 10 3-4令 3 。21.4 依J.O10 





















第 4表 高温 (400C)接触が湛.乾水区幼虫の在虫率に及ぼす膨響
幼虫令 調査時燃態 重量の水分量医 接種頭量生 接鯛時間 (骨化委) 重量 . (%) 
A (海水〉直 98 10 1 90 1 91.8 93.0 8 87.84 
B (乾水〉直 8<1 10 1 49 2 59.8 92.0 6 86.01 
c (海水〉直 29 10 1 15 。 51. 7 町】.5 2 85.63 
D (乾水〉直 77 10 1 36 。 46.8 51.0 4 73.35 
直
第 5表 400C 温水接触と在虫率
「一十 調査時間「ム率|草丈 1-
一一一一一一千_1 ~ I (%) I (叫 l邑 量生
温水底I 30 I 5 1 I 26 I 1 I 
重苦胤 医 I 30 I - 1 I 23 I 0 I 76.7 
第 6表 恒温、積温が幼虫の在虫寧に及ぼす彰響
? 、
???。 。 。 。。 。 。 。2 
3 
(管幼虫化令azz摂 調査時欺態 在〈息96〉zh 草【clJ!.)丈医 接種頭数 玄重量
生 ~ 
A(300C) 92 1 10 一 18 。 88.0 79.0 12 
B(初。C) 54 1 10 一 35 4 64.8 101.0 9 
C(外気15時間〉 90 1 10 10 90 。 1伺 .U 97.5 9 
D(外気15時間〉 74 1 10 10 72 2 97.3 81.5 11 
【註] 10日聞を遁ヒて毎日の最低気温の最高温度 26.00C.最低温度 21.0OC
ている訳になる。 下するととはな〈、寧ろ殆、どその彫響を受けて
































-7- ( 7) 
だけに特別な場合を除いてその発育に対L致命
的作用を輿えないというととは云えると思う。
興際圃場に於ては、気i晶より7)(i量の方が受の加
害部位の環境温度にliいものを指示するのであ
るが、 7)¥.滋が400Ctて上昇しても旗虫が直ちに
との高滋に接触するととは考えられない。従っ
て、高滋の彫響といラものは、それがたとえそ
れ程高〈主主〈ても持続的に働〈時現れて来るも
のらしいのである。と与に於て筒井氏が圃場の
観察から結論されたととが実験的にもある程度
裏書きされたととになるのであるが、著者等は
最高温度というよりは、 habitatに於である
一定の温度限界以上の温度が蓮続維持されると
とに温度的環境抵抗の異国が潜んでいるのでは
あるまいかと考える。向ととで注目したりれば
ならないととは高温飼育下に於て舞死する個体
は殆ど全部が軟化病に侵されている事実であ
忍。家蚕の場合を見ると稚蚕の最誼温度は28-
却。C であるが令期が進むに従ってそれが低下
L、若し温度が上昇すると軟化病を生十るとい
ぅ。旗虫の場合1イヒ期の環境温度を考えると幼
虫の令が進むに従って上昇を来すが、とれは軟
化病併発に好遁た保件とたるのではあるまい
か。師ち、 7月に於ける棋虫の ha、bitatに
於ける環境温度は屡，.t(300Cを越え且・つ必然
的に多様を伴うから軟化病の流行が、幼虫の
populationを穴き〈支配するというととも
考えられる次第である。
第1イヒ期幼虫に対する異常に大きな環境抵抗
の}っとして著者等は長期高温接触による生理
的障害、それを契機として発生する軟化病の決
定的役割を強調し度い。
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